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はじめに

　近年，わが国では，東海地方または近畿地方以西
の本州，四国および九州の沿岸 （暖温帯域） や南西諸
島 （亜熱帯域） を主な分布域とする，いわゆる「南方
系魚類」が，より北方の本州太平洋沿岸の河川下流域
などにおいて相次いで採集され，それらの採集記録が
分布の北限更新として報告されている （例えば，相模
湾周辺：山川・瀬能，2016，山川ほか，2017，2018，
2020; 静岡県および神奈川県：加藤ほか，2020; 宮城
県：旗，2020; 福島県南部：森ほか，2020; 渥美半島周
辺：尾山ほか，2021）．このような現象には地球温暖
化に伴う海水温の上昇が部分的に関わっている可能性
が示唆されている （山川ほか，2018）．
　本州中央付近の太平洋側に位置する茨城県には，利
根川，那珂川，久慈川をはじめ大小 200 を超える河

川が存在し （加納ほか，2016），それらの河口の沖合
海域には年や季節による流路の変動はあるものの，
暖流である黒潮の影響がおよんでいる （例えば，久
保，1988）．県内の河川における魚類相については，
これまでに多くの報告がある （例えば，水資源開発公
団・資源科学研究所，1968; 赤野・位田，1979; 位田
ほか，1982; 稲葉，1989，1994，1997，2001，2002，
2007，2011，2015; 増子・浜田，2001; 増子，2004; 根
本ほか，2011）．これらのうち太平洋に直接流れ込む
河川の下流域で魚類相を調査した報告として，利根川 

（水資源開発公団・資源科学研究所，1968），鹿行地
域沿岸の小河川 （稲葉，2001），県央地域の新川 （稲
葉，2011），久慈川 （稲葉， 2007），県北地域沿岸の
河川 （稲葉，1997; 増子，2004） での報告が挙げられ
る．しかしながら，これらの報告では南方系魚類の記
録が少ない．地球温暖化が急速に進むなかで （IPCC，
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2014），県内河川における南方系魚類の出現状況や動
向が温暖化の進行の程度を把握する生物指標としても
役立つ可能性があり，その最新の情報を蓄積しておく
ことが急務である．
　 そこで，筆 者らが 茨 城 県 北 部の久 慈 川とその
周辺河川の下流域から河口域において採集調査
を 行 ったところ，南 方 系 魚 類 のイッセンヨウジ
Microphis (Coelonotus) leiaspis，ゴマフエダイ Lutjanus 

argentimaculatus，キチヌ Acanthopagrus latus，ユゴイ
Kuhlia marginata，オオクチユゴイ Kuhlia rupestris，ヒ
ナハゼ Redigobius bikolanus，ゴクラクハゼ Rhinogobius 

similis およびクロホシマンジュウダイ Scatophagus 

argus が採集された．これらの南方系魚類は，県内に
おいて初記録か極めて稀な種であるため，標本に基づ
いてここに報告する．

材料および方法

　2017 年から 2020 年にかけて，茨城県久慈川とその

周辺の茂宮川，大川および新川の河口域 （図 1） にお
いて魚類調査を行った．魚類採集には，久慈川におい
てタモ網 （口径 40 cm，目合 1 mm），投網 （30 節 2,000

目），小型地曳網 （袖網部の長さ 4 m，高さ 1 m，目
合 2 mm，袋網部の長さ 4 m，目合 1 mm） を，ほかの
3 河川においてはタモ網を用いた．採集個体は 10%
中性ホルマリン液で固定し，水洗したのちに 70% エ
タノール水溶液中で保存した．計数・計測方法は中
坊・中山 （2013） または明仁ほか （2013） に従った．
各部位の計測は，デジタルノギスを用い，0.1 mm の
精度で行った．標準和名と学名は基本的に中坊 （編） 

（2013） に従ったが，ゴクラクハゼ Rhinogobius similis

の学名のみ Suzuki et al．（2015） に準拠した．標本
に関する情報は，標本番号，個体数，標準体長 （以
下，体長と記す），全長，採集地点，採集年月日，
採集漁具，採集者の順に記した．報告に用いた標本
は，ミュージアムパーク茨城県自然博物館の動物資料 

（INM-1） として登録・保管した．

図１．調査した河川の位置 .
Fig .1.  The sampling locations in Ibaraki Prefecture, central Honshu, Japan.
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結　　果

イッセンヨウジ
Microphis (Coelonotus) leiaspis (Bleeker，1853)

（図 2-A）

標 本 INM-1-83107，1 個 体， 体 長 101.7 mm， 全 長
106.9 mm，茨城県日立市留町久慈川，2020 年 9 月 5

日，小型地曳網，外山太一郎，山崎和哉，大森健策，
金子誠也 （図 2-A）．
記載 背鰭 53 軟条，臀鰭 5 軟条，胸鰭 19 軟条，躯間
輪数 17．体は著しく細く長い．吻は管状で長い．主
鰓蓋骨の縦走隆起線は不明瞭．下隆起線は不明瞭．躯
幹部と尾部の上隆起線は不連続．
備考 調査標本の標徴は瀬能 （2013） に示されたイッセ
ンヨウジの記載と一致した．調査標本は久慈川河口の
久慈川大橋付近の岸に近い砂底で干潮時に採集され
た．本種は台湾南部，香港，ジャワ島，西太平洋，マ
ダガスカルに広く分布し （瀬能，2013），国内では茨
城県，神奈川県，静岡県，和歌山県，高知県，鹿児島
県，琉球列島などの黒潮の影響を受ける地域で確認さ
れている （稲葉，2007; 瀬能，2013; 静岡県くらし・環
境部環境局自然保護課，2019; 国土交通省，2020; 本
研究）．茨城県での本種の記録は，2007 年以降の久
慈川における 3 例のみである （稲葉，2007; 国土交通
省，2020; 本研究）．

ゴマフエダイ
Lutjanus argentimaculatus (Forsskål，1775)

（図 2-B）

標本 INM-1-83108，1 個体，体長 17.8 mm，全長 22.9 
mm，茨城県日立市留町久慈川，2020 年 8 月 22 日，
タモ網，加納光樹 （図 2-B）; INM-1-83109，2 個体，
体長 18.9 〜 19.3 mm，全長 24.0 〜 24.2 mm，茨城県
日立市河原子町大川，2020 年 9 月 19 日，タモ網，山
崎和哉・大森健策 ; INM-1-83110，1 個体，体長 19.7 
mm，全長 24.9 mm，茨城県那珂郡東海村新川，2020

年 10 月 3 日，タモ網，山崎和哉．
記載 背鰭 10 棘 13 〜 14 軟条，臀鰭 3 棘 8 軟条，胸鰭
16 〜 17 軟条，腹鰭 1 棘 5 軟条．側線有孔鱗数 44 〜
45．体は側扁し体高は高い．眼の中心は体軸より上方

にある．鋤骨歯帯の中央部は後方へ突出しない．鮮時
は体側に 6 〜 7 本の暗色横帯があり，その間隔幅は横
帯の幅より狭い．背鰭棘条部および腹鰭には黒色素胞
が密に分布する．基部を除く背鰭軟条部および尾鰭は
透明．
備考 調査標本の標徴は島田 （2013a） および小嶋 

（2014） に示されたゴマフエダイの記載と一致した．
INM-1-83108 （1 個体） は久慈川河口の久慈川大橋付
近にある小規模なワンドで，INM-1-83109 （2 個体） は
大川河口の岸近くの砂底で，INM-1-83110 （1 個体） は
新川河口の抽水植物帯で採集された．本種はインド・
西太平洋，紅海，地中海東部に広く分布し （島田，
2013a），国内では岩手県宮古，茨城県から九州南部の
太平洋沿岸，屋久島，琉球列島などから記録されてい
る （島田，2013a; 山川・瀬能，2016; 本研究）．これま
で茨城県において標本に基づく確実な出現記録はな
く，本研究が茨城県初記録となる．

キチヌ 
Acanthopagrus latus (Houttuyn，1782)

（図 2-C）

標本 INM-1-83111，1 個体，体長 59.3 mm，全長 75.3 
mm，茨城県日立市留町久慈川，2020 年 6 月 21 日，
投網，外山太一郎 （図 2-C）．
記載 背鰭 11 棘 11 軟条，臀鰭 3 棘 8 軟条，胸鰭 15 軟
条，腹鰭 1 棘 5 軟条，側線鱗数 45，背鰭棘条部中央
下側線上方横列鱗数 3.5, 体は側扁する．眼隔域の隆起
は弱い．口腔内の両顎側部の臼歯は 3 列以上．鮮時の
腹鰭と臀鰭は黄色．
備考 調査標本の標徴は林・萩原 （2013a） に示された
キチヌの記載と一致した．調査標本は久慈川河口の久
慈川大橋付近の岸に近い砂泥底で採集された．本種は
朝鮮半島南岸・東岸，台湾，中国東シナ海・南シナ海
沿岸，海南島，トンキン湾，フィリピン諸島北部，
オーストラリア北西岸・北岸，ペルシャ湾〜インド
沿岸に分布し，国内では岩手県角ノ浜，福島県〜九
州南岸の太平洋沿岸，兵庫県浜坂〜九州南岸の日本
海・東シナ海沿岸，瀬戸内海，小笠原諸島などから
記録されている （水資源開発公団・資源科学研究所，
1968; Gomyoh et al．，1994; 林・萩原，2013a; 森ほか，
2020; 本研究）．県内の陸水域では利根川河口で （水資
源開発公団・資源科学研究所，1968），海域では神栖
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市波崎の砂浜海岸で記録されており （Gomyoh et al.，
1994），本研究は茨城県 3 地点目の記録となる．

ユゴイ 
Kuhlia marginata (Cuvier，1829)

（図 2-D）

標本 INM-1-83112，1 個体，体長 37.0 mm，全長 46.3 
mm，茨城県日立市河原子町大川，2020 年 9 月 19 日，
タモ網，山崎和哉 （図 2-D）．
記載 背鰭 10 棘 10 軟条，臀鰭 3 棘 11 軟条，胸鰭 13

軟条，腹鰭 1 棘 5 軟条，側線有孔鱗数 42．体は側扁
し体高はやや高い．背鰭軟条部および臀鰭軟条部に黒
色斑がある．体側正中線から背側にかけて小黒色斑が
散在する．尾鰭後縁は黒色に縁取られる．
備考 調査標本の標徴は Ikeda （1939） および Randall 
and Randall （2001） に示されたユゴイの記載と一致
した．なお，調査標本の側線有孔鱗数 （全側線鱗が
有孔であるため，側線鱗数と同数） は 42 で，益田ほ
か （1980），望月 （1984），林 （1993），林 （2000） お
よび林・萩原 （2013b） に記されている 48 〜 53 に比
べて少ないが， 琉球列島産標本の 36 〜 43 （Ikeda，
1939） および中央太平洋産標本の 39 〜 42 （Randall 
and Randall，2001） の範囲内だった．
　調査標本は大川河口の大川橋下にある流れの緩やか
な淵で採集された．本種は朝鮮半島南岸，済州島，
台湾南部，西太平洋の島嶼部に分布し （林・萩原，
2013b），国内では茨城県から鹿児島県の太平洋側沿
岸，福岡県，長崎県，大隅諸島，琉球列島から記録さ
れている （林・萩原，2013b; 山川・瀬能，2016; 吉郷，
2019）．県内の陸水域では涸沼，久慈川，那珂川水系
藤井川から記録されているほか （戸澤・中澤，1955; 
国土交通省，2020），茨城県沿岸産魚類目録にも記録
されている （舟橋，1998）．

オオクチユゴイ
Kuhlia rupestris (Lacépède，1802)

（図 2-E）

標本 INM-1-83113，1 個体，体長 21.5 mm，全長 26.4 
mm，茨城県日立市河原子町大川，2020 年 10 月 3 日，
タモ網，外山太一郎 （図 2-E）．
記載 背鰭 10 棘 11 軟条，臀鰭 3 棘 11 軟条，胸鰭 12

軟条，腹鰭 1 棘 5 軟条，側線有孔鱗数 42．体は側扁
する．黒色素胞が腹部を除く体の全域に分布し，特に
頭部，体側背面から中央にかけて多く存在する．背鰭
軟条部，尾鰭両葉の中央部のそれぞれに黒色斑があ
る．
備考 調査標本の標徴は林・萩原 （2013b），岡・木下 

（2014） および岩坪ほか （2017） に示されたオオクチユ
ゴイの記載と一致した．調査標本は大川河口の大川橋
下にある流れの緩やかな淵で採集された．本種はイン
ド洋から太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し，国内
では宮城県，福島県，茨城県，千葉県，神奈川県，静
岡県，愛知県，三重県，和歌山県，香川県，徳島県，
愛媛県，高知県，島根県，大分県，宮崎県，鹿児島
県，小笠原諸島，大隅諸島，琉球列島などから記録さ
れている （林・萩原，2013b; 吉郷，2019; 山川ほか，
2020; 旗，2020; 本研究）．これまで茨城県においては
確実な出現記録はなく，本研究が茨城県初記録とな
る．

ヒナハゼ 
Redigobius bikolanus (Herre，1927)

（図 2-F）

標本 INM-1-83114，1 個体，体長 21.8 mm，全長 26.7 
mm，茨城県日立市留町久慈川，2020 年 6 月 6 日，タ
モ網，山崎和哉 （図 2-F）; INM-1-83115，4 個体，体
長 18.3 〜 20.0 mm，全長 23.0 〜 25.4 mm，茨城県日立
市留町久慈川，2020 年 6 月 6 日，タモ網，山崎和哉・
大森健策 ; INM-1-83116，1 個体，体長 21.8 mm，全長
28.1 mm，茨城県那珂郡東海村亀下久慈川，2020 年 6

月 21 日，タモ網，加納光樹．
記載 背鰭 6 棘 -1 棘 7 〜 8 軟条，臀鰭 1 棘 6 軟条，
胸鰭 15 〜 17 軟条，腹鰭 1 棘 5 軟条，縦列鱗数 26 〜
27．体はやや側扁する．頭部腹面にひげはない．頬部
に鱗はないが主鰓蓋骨は鱗に覆われる．第一背鰭下の
体側に明瞭な黒色横帯がない．尾鰭基底の上部に眼状
斑がない．体側の鱗の後縁は暗色に縁取られる．
備考 調査標本の標徴は Larson （2010） および明仁ほか 

（2013） に示されたヒナハゼの記載と一致した．調査
標本はいずれも久慈川の久慈大橋〜留大橋の岸近くの
植物帯や消波ブロックの間から採集された．本種は台
湾淡水河，サイパン島，バリ島，ニューカレドニア，
南アフリカなどに分布し （明仁ほか，2013），国内で
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は茨城県，東京湾から鹿児島県の太平洋側沿岸，福井
県から山口県の日本海側沿岸，隠岐諸島，対馬，五島
列島，長崎県，熊本県，瀬戸内海，種子島，屋久島，
琉球列島などから記録されている （水資源開発公団・
資源科学研究所，1968; 明仁ほか，2013; 山川ほか，
2018）．茨城県内では利根川河口 （旧神栖村萩原地先） 
で 1966 年 11 月にシラスウナギ掛袋網で 1 個体 （体長
16.4 mm） が採集された記録があるのみであった （水
資源開発公団・資源科学研究所，1968）．本研究は茨
城県 2 地点目の記録であり，本種の太平洋側における
北限更新記録である．本研究の調査期間中に久慈川河
口で複数の成魚が採集されたものの，その後の継続調
査で仔稚魚は採集されず，再生産の確認には至らな
かった．

ゴクラクハゼ 
Rhinogobius similis Gill，1859

（図 2-G）

標本 INM-1-83117，1 個体，体長 40.4 mm，全長 49.2 
mm，茨城県那珂郡東海村石神外宿久慈川，2020 年 6

月 21 日，投網，山崎和哉 （図 2-G）．
記載 背鰭 6 棘 -1 棘 8 軟条，臀鰭 1 棘 8 軟条，胸鰭 19

軟条，腹鰭 1 棘 5 軟条，縦列鱗数 33．頭部はわずか
に縦扁し，体は円筒形だが後半にかけて側扁する．頭
部背面の鱗は眼の後端付近に達する．腹鰭の膜蓋は二
葉の皮弁状．腹鰭第 5 軟条は根元から先端にかけての
1/4 付近ではじめに 2 分枝し，2/3 付近でそれぞれが
さらに 2 分枝する．鮮時，眼から吻端に走る朱条がな
く，頬部にミミズ状斑がある．また，体側正中線上に
青色の小斑点が散在する．
備考 調査標本の標徴は明仁ほか （2013） および藤田 

（2019） に示されたゴクラクハゼの記載と一致した．
調査標本は久慈川の榊橋上流の岸に近い砂礫底で採集
された．本種は朝鮮半島南部，台湾などに分布し （明
仁ほか，2013），国内では茨城県以南の太平洋沿岸，
秋田県以南の日本海・東シナ海沿岸，四国，九州，
南西諸島などから記録されている （明仁ほか，2013）．
県内では，かつて霞ヶ浦を含む利根川水系に生息し
ていたが （丹下・加瀬林，1956; 水資源開発公団・資

源科学研究所，1968，1971; 小沼，1983; 大森ほか，
2018），1980 年代以降の確実な記録がなかったため，
茨城県レッドデータブックで絶滅危惧 IA 類に選定さ
れている （加納ほか，2016）．しかしながら，2019 年
に久慈川で採集され，県内での生息が再び確認された

（国土交通省水管理・国土保全局河川環境課，2021）．
本研究の久慈川での記録は，標本に基づく本種の太平
洋側での北限更新記録となる．

クロホシマンジュウダイ
Scatophagus argus (Linnaeus，1766)

（図 2-H）

標本 INM-1-83118，1 個体，体長 19.8 mm，全長 24.9 
mm，茨城県日立市久慈町茂宮川，2017 年 12 月 8 日，
タモ網，金子誠也 ; INM-1-83119，3 個体，体長 13.0

〜 15.0 mm，全長 16.9 〜 19.0 mm，茨城県日立市留
町久慈川，2020 年 9 月 19 日，タモ網，加納光樹 （図
2-H）．
記載 背鰭 11 棘 16 〜 17 軟条，臀鰭 4 棘 14 軟条，胸
鰭 17 〜 18 軟条，腹鰭 1 棘 5 軟条．体は著しく側扁す
る．口は小さい．頭部に骨質の隆起および棘があり，
トリクチス幼生の特徴を示す．背鰭，体背面および腹
鰭に橙色部がある．頭部に 1 本，体側に 4 本，尾柄部
に 1 本の黒色横帯がある．背鰭軟条部，臀鰭軟条部，
胸鰭，尾鰭は透明．側線は尾柄後部まで達する．
備 考 調 査 標 本 の 標 徴 は 島 田 （2013b）， 久 米 ほ か 

（2017） および細谷 （2019） に示されたクロホシマン
ジュウダイの記載と一致した．INM-1-83118 は茂宮川
河口のヨシ帯前縁部で，INM-1-83119 は久慈川河口の
久慈川大橋付近にある小規模なワンドで採集された．
本種は朝鮮半島西岸，台湾，中国福建省・広東省・広
西省，海南島，インドから西太平洋，カロリン諸島，
サモア諸島，ソサエティ諸島などに分布し （島田，
2013b），国内では宮城県から鹿児島県の太平洋沿岸，
秋田県から山口県の日本海側沿岸，長崎県，有明海，
瀬戸内海，屋久島，琉球列島などから記録されている 

（島田，2013b; 久米ほか，2017; 山川ほか，2018; 旗，
2020; 本研究）．これまで茨城県において確実な出現記
録はなく，本研究が茨城県初記録となる． 
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図２．久慈川とその周辺河川で採集された南方系魚類 . A：イッセンヨウジ Microphis (Coelonotus) leiaspis，INM-1-83107，体長
101.7 mm，久慈川 ; B：ゴマフエダイ Lutjanus argentimaculatus，INM-1-83108，体長 17.8 mm，久慈川 ; C：キチヌ Acanthopagrus 
latus，INM-1-83111，体長 59.3 mm，久慈川 ; D：ユゴイ Kuhlia marginata，INM-1-83112，体長 37.0 mm，大川 ; E：オオクチユゴ
イ Kuhlia rupestris，INM-1-83113，体長 21.5 mm，大川 ; F：ヒナハゼ Redigobius bikolanus，INM-1-83114，体長 21.8 mm，久慈川 ; 
G：ゴクラクハゼ Rhinogobius similis，INM-1-83117，体長 40.4 mm，久慈川 ; H：クロホシマンジュウダイ Scatophagus argus，
INM-1-83119，体長 15.0 mm，久慈川 . スケールバーは 10 mm を示す .　画像はすべて外山太一郎が撮影 .

Fig. 2.  Southern fishes collected from the Kuji River and its adjacent waters. A: Microphis (Coelonotus) leiaspis, INM-1-83107, 101.7 mm 
in standard length (SL), Kuji River; B: Lutjanus argentimaculatus, INM-1-83108, 17.8 mm SL, Kuji River; C: Acanthopagrus latus, INM-
1-83111, 59.3 mm SL, Kuji River; D: Kuhlia marginata, INM-1-83112, 37.0 mm SL,  Oh-kawa River; E: Kuhlia rupestris, INM-1-83113, 
21.5 mm SL, Oh-kawa River; F: Redigobius bikolanus, INM-1-83114, 21.8 mm SL, Kuji River; G: Rhinogobius similis, INM-1-83117, 40.4 
mm SL, Kuji River; H: Scatophagus argus, INM-1-83119, 15.0 mm SL, Kuji River. Scale bars indicate 10 mm. All photographs were taken 
by T. Toyama.
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